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－地域の悩み解決します－  
 

平成２３年度「広島大学地域連携推進事業」プロジェクト９件を採択

しました。 

   

広島大学産学・地域連携センターでは、地域から提案された、地域社会

が解決を迫られている共通性の高い課題や、地域の人々が描く夢の実現に

関わる課題などについて、本学の研究者が地域と連携して研究を行い、そ

の成果を広く地域社会へ還元することを目的として、平成１４年度から「地

域貢献研究」を実施しています。この地域貢献研究を平成２３年度からリ

ニューアルし「広島大学地域連携推進事業」としました。地域に生きる国

立大学として地域活性化に貢献しようとする取り組みです。 

 

 

平成２２年６月１日から８月３１日まで、中四国地域に在住・在勤の個

人・団体に対して地域が抱える課題等のテーマを募集したところ、３０件

の提案があり、本学の教職員・学生とのマッチングを経て審査の結果９件

のプロジェクトを採択しました。 

プロジェクトの支援期間は、平成２３年４月１日～平成２４年３月３１

日までの１年間です。 

 

採択したプロジェクトは別紙のとおりです。 

 

 

 

 
 

 

【問い合わせ先】 

社会連携・情報政策室 

社会連携グループリーダー  青山恵子 

TEL:082-424-4497、FAX:082-424-6189   

 



提案テーマ

テーマ提案者

社会で活躍する視覚障害者のスキル獲得プ
ロセスに関する調査研究

広島市健康福祉局
障害福祉部障害自立支援課

BDFの恒常的利活用のための品質安定化に
関する調査研究

NPO法人アイエヌイーおおあさ

三次みなみ４町｢地域資源発掘｣プロジェク
ト

やまなみ大学三次キャンパス

カキ稚貝の食害防除に関する研究
アサリの衰退要因に関する研究

江田島市

高齢者が利用しやすい超小型モビリティと
移動空間の設計に関する研究

広島市健康福祉局高齢福祉部
高齢福祉課

提案テーマ

テーマ提案者

竹原の先人の知恵を取り入れた環境学習プ
ログラムの作成事業

竹原市　まちづくり推進課生活環境係

地区民が参加しやすいウォーキングコース
（遊歩道）の整備（地図の作成，距離測
定・表示，急速場所の設置）

伊尾小谷地区
コミュニティづくり推進協議会

地球温暖化対策につながる活動

エコネット ひがしひろしま

子ども達のコミュニケーション能力向上の
ために異文化交流

大朝まちづくり有限会社

平成23年度「広島大学地域連携推進事業」採択プロジェクト一覧平成23年度「広島大学地域連携推進事業」採択プロジェクト一覧平成23年度「広島大学地域連携推進事業」採択プロジェクト一覧平成23年度「広島大学地域連携推進事業」採択プロジェクト一覧

プロジェクト
代表者

プロジェクト名

タイプA（研究協力型）タイプA（研究協力型）タイプA（研究協力型）タイプA（研究協力型）

視覚障害者の就労支援に
関する調査研究

工学研究院
松村幸彦 教授

国際協力研究科
藤原章正　教授

BDFの恒常的活用のための
品質安定化に関する調査
研究

教育学研究科
牟田口辰巳　准教授

生物圏科学研究科
海野徹也　准教授

工学研究院
田中貴宏　准教授

三次みなみ４町における
GIS活用型地域資源データ
ベースの開発とその活用
による地域構想づくり

魚類によるカキならびに
アサリの食害防除に関す
る生物学的研究

パーソナルモビリティの
普及が社会的疎外の緩和
に及ぼす影響評価

国際センター
国際交流グループ
甲田政道　主査

大朝の子供たちと広島大
学留学生・日本人学生の
交流プロジェクト

文学部人文学科
(４年)河合豊明

竹原の先人の知恵に学ぶ
環境学習プログラムづく
り

プロジェクト
代表者

プロジェクト名

タイプB（地域協働型）タイプB（地域協働型）タイプB（地域協働型）タイプB（地域協働型）

理学研究科
(博士前期)三谷俊夫

ダルマガエルやギフチョ
ウがすむ里山の自然を活
かした遊歩道の調査およ
びマップづくり

国際センター
小倉亜紗美
研究員

広大生の生活エコ化でCO2
削減
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